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社会科学習指導案 

   広島市立○○小学校 

指導者 ○○ ○○ 

 

１ 日 時 令和元年 10月○日（○） 

２ 学 年 第４学年○組 

３ 単元名 くらしのうつりかわり 

（３）「きょう土を開く（地域の発展につくした人々）～平和大通りのひみつ～」 

４ 単元について 

○ 本単元について，現行の学習指導要領には次のように書かれてある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり，本単元は地域の発展に尽くした先人を具体的な事例として取り上げ，人々の生活の変

化や願い，地域の発展に尽くした先人の働きや苦心を考え，理解する単元である。 

そこで今回，地域の発展に尽くした先人の具体的事例として，「平和大通り（百メートル道路）

の建設に尽力した浜井信三市長」を取り上げる。本事例の概要は，以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校学習指導要領 社会（平成 20 年） 第３学年及び第４学年 内容（５）】 

地域の人々の生活について，次のことを見学，調査したり年表にまとめたりして調べ，人々の生

活の変化や人々の願い，地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働きや苦心を考えるようにする。 

ウ 地域の発展に尽くした先人の具体的事例 

 

《参考》【小学校学習指導要領 社会（平成 29年） 第４学年 内容（４）】 

 県内の伝統や文化，先人の働きについて，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項

を身に付けることができるように指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  （イ）地域の発展に尽くした先人は，様々な苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したこ 

とを理解すること。 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力を身に付けること。 

  （イ）当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して，地域の発展に尽くした先人の具体的

事例を捉え，先人の働きを考え，表現すること。 

原爆投下以降，広島市は「75 年間草木も生えぬ」と言われ，市民は衣食住全てが不足するどん底

の生活に苦しんでいた。当時の人々の願いは，まずは日々生きること。目の前の生活のことであっ

た。『中国新聞（1945年 12月 19 日）』に掲載された広島市民 1000 人のアンケート結果では，求める

ものとして，「主食の増配 418 人，輸送の緩和 209 人，薪炭配給 186人，学校施設の整備復旧 159 人，

衣料その他の夜具・履物・傘の配給 144 人，簡易住宅の早急建設 122 人など」であり，当時，広島

市の配給課長であった浜井信三氏は，市民のために食料や防寒具の配布に東奔西走していた。 

そのような情勢の中で政府は，1945 年 12月に「戦災地復興計画基本方針」を出し，全国 115 都市

に復旧計画を作成するよう促す。この基本方針には，交通の発展と防災を目的とした百メートル道

路の建設についても盛り込まれており，東京や大阪など 24 本の百メートル道路が計画されることと

なった。 

 ※実際には，戦後のハイパーインフレーションの煽りを受け，各都市は，百メートル道路の計画

は断念し，実現したものは名古屋の２本と広島だけであった。 

広島市は，1946 年１月に復興局を設置，２月に諮問機関である復興審議会を立ち上げ，官民一体

とになって「復興都市計画」を立て，「軍都」から「平和都市」への方向性が定められた。百メート 

ル道路については，初期の段階から平和公園建設計画とともに盛り込まれ，当時副市長であった浜

井信三氏は，「防災目的だけでなく，平和都市にふさわしい安らぎを生み出す場として，将来に備え

たゆとりの場として，都市のアクセントになる場として建設したい。」と考えていた。 

しかし，当時の市民の間では，道路よりも目の前の衣食住を求める声が大きく，市議会でも「滑

走路でもつくるつもりか」「土地の無駄遣い」と批判が起き，実際に，百メートル道路建設予定地に 

バラックを建て始める市民の動きも起きていた。更に計画を実行に移そうにも，税源が壊滅状態で 
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  このように，本教材「平和大通りの建設に尽力した浜井信三市長」を調べることは，当時の人々

の生活の様子や願いを理解すると同時に，多くの困難を乗り越え，地域の発展に尽くした先人とし

て，その働きや苦心を考えることができる教材であり，本単元に適した教材であると捉える。 

 

○ 本学級の児童は，社会科の学習に対して意欲的に取り組んでいる。４年生最初の単元「わたした

ちのくらしと水」では，「水はどこからどのように来るのか？」の学習問題の下，問題解決的な学習

過程を楽しみ，特に学習問題に対して予想を立てたり，それをみんなで検証したりすることを主体

的に行った。また，前単元「古い道具と昔のくらし」で洗濯板の体験活動を行った際には，調べる

ことが具体的であったため，意欲的に調べたり，調べたことを具体的に表現したりすることができ

た。 

一方，課題としては，調べたことが単発的な知識で終わることが多く，知識と知識を総合して考

えをまとめることができない児童が多い。自分の経験やこれまでの学習した知識とつながっていな

い考えであったり，自分だけの一面的な知識であったりと，「深い学び」について課題が大きい。 

 本単元で取り上げる平和大通りについて事前にアンケートを行った結果，多くの児童がフラワー 

フェスティバルやドリミネーションで訪れたことがあると回答しているものの，33 人中 7 人の児童 

が「行ったことがない。聞いたこともない。」と答え，本校からの距離的なこともあり，身近な存在 

ではない児童もいる。そういった児童は，自分の経験とは結びつけにくいことも考えられる。 

あったため，財源不足という問題も直面していた。 

※財源不足に関しては，財源確保のため政府の援助を求めたが，戦災都市は広島市だけではない 

との理由で取り合われず，財源問題は大きな壁となっていた。 

1947 年 4 月，浜井信三氏は公選初の広島市長に当選した。その間も，熱心に将来の広島のため，

平和都市に向かうため，百メートル道路の必要性を訴え続け，市民の平和都市への意識も高まり始

めていた。同時に，在京の学友や県選出の国会議員らに協力を呼びかけ，政府へ支援を求める動き

も行ってきた。その結果，1949年の国会において，特別法「広島平和記念都市建設法」が制定され，

政府による財政支援を取り付けることに成功した。実際，百メートル道路にかかる平和大橋と西平

和大橋はこの法に基づき，アメリカの対日援助資金を投入して建設できたものである。1951 年には

市民からの公募で百メートル道路の名称は「平和大通り」に決定し，百メートル道路の計画もいよ

いよ本格的に実行に移す段階になった。 

しかし，ここでまたしても問題が浮上する。市民の間では住宅不足の問題が深刻化していた。こ

の問題に対し，「百メートル道路幅を半減させて，住宅を建設する方がよい。」との声が広まり，そ

の後の浜井信三市長３度目の市長選挙では，百メートル道路の半減とそこへの住宅建設を公言した

渡辺忠雄氏に敗れることになり，浜井信三市長は落選。市民の願いは，これからの平和都市よりも

目の前の衣食住に向けられた結果となった。 

その後，百メートル道路の建設については，渡辺忠雄市長のもとでも話合いは続けられ，平和都

市にふさわしいように，百メートル道路の半減ではなく，代わりに大規模な供木運動を行う計画が

立てられた。供木運動は，1957･58年の二年間で，県内各地から平和への願いが込められた木々が贈

られ，百メートル道路は公園道路としての様相を呈するに至った。 

 1959年，浜井信三市長が再び広島市長として返り咲くと，百メートル道路の建設は再加速し，1965

年に平和大通りとして完成し，全面開通した。 

その後の百メートル道路は，「平和都市にふさわしい安らぎを生み出す場」として活用されること

になる。中でも，浜井信三市長の死後９年後の 1976年に，広島青年会議所の副理事長であった息子

浜井順三氏のもとに，イベントの話が舞い込んだ。そこで，浜井順三氏は平和大通りで花を使った

催し物を提案し，それが現在のひろしまフラワーフェスティバルへとつながっていく。その他にも，

平和大通りは，ドリミネーションや朝市などが開かれる場となり，浜井信三市長が目指した「平和

都市にふさわしい安らぎを生み出す場」として活用される道路となっていった。 
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○ 指導に当たっては，「深い学び」を目指し，学習と学習をつなげて考えたり，今までの経験や学習

とつなげて考えたりできるよう，次の４点を工夫していく。  

１点目は，教師の教材研究の段階で，単元の構造図を設定することである。本単元の内容は，単 

元観で示したように時間軸で様々な事象が起こり，それに伴い，多くの人の願いや思惑があったり， 

当時の生活状況が大きく関わったりと考える視点が多く，教師もどのように考えるのか混乱しやす 

い単元である。そこで，各時間で何を学習するのか，そのことが最終的に何を考えることにつなが 

るのか，学習と学習のつながりが分かるよう教師自身が整理して授業をしていく必要がある。その 

ことを常に意識できるよう，単元の構造図を作成し，それを基に学習を進めていく。 

２点目は，各時間の中で児童の振り返りの時間を大切にすることである。各時間で児童がそれぞ 

れ何を考え，何が分かったのか，ノートに焦点化して書き留めることで，学習と学習がつながるよ 

うにしたい。また，各時間の振り返りは，次時以降に生かす展開にしたい。具体的には学習問題提

示の際に取り入れたり，切り返し発問の中で紹介したりすることで，児童がこれまでの学習と関連

付けて，本時の問いを考えられるようにしたい。 

３点目は，各時間の学習問題に合わせた切り返し発問を用意することである。各時間の学習問題

に対して，児童が一面的な考えに陥りそうな場面では，例えば「住む所で困っている市民はどう考

えるか？」「なぜ市長はそう考えたのか？」「未来の広島市の自分たちから見るとどうか？」「お金の

ことを考えると？」「防災の視点で考えると？」など，見方に対する切り返し発問を用意したり，「共

通点は？」「違いは？」「似たようなことは？」と考え方に対する切り返し発問を用意したりするこ

とで，様々な知識や考え，経験を関連させ，多角的な視点で考える「深い学び」へと導きたい。 

４点目は，具体的資料の工夫である。児童観にあるように，百メートル道路に訪れたことのない

児童がおり，自分ごととして考えたり，自分の経験と結びつけて考えたりしにくい児童がいると考

えられる。それらの児童が少しでもイメージをもったり，似た経験と結び付けて考えたりすること

ができるよう，教材研究で見つけた写真や図などの具体的資料を豊富に用意して学習に臨みたい。 

 

５ 単元の目標 

○ 広島市の復興・発展に尽くした先人の働きに関心をもち，多くの困難を乗り越えて平和都市と

して発展した広島市に誇りと愛情をもち，今後のよりよい発展を考えようとすることができる。 

○ 広島市の復興・発展の証の１つである平和大通りから学習問題を見いだし，そこに尽力した先

人の働きについての情報を読み取り，まとめることを通して，広島市民の当時の願いや生活の状

況とともに，そのような情勢の中で発展の礎を築いた先人の苦心や働きを理解することができる。 

 

６ 単元の評価規準 

社会的事象への関心・意欲・態度  社会的な思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 社会的事象についての知識・理解  

① 広島市の発展に尽

くした先人の働き

に関心をもち，意欲

的に調べている。 

 

② 先人の努力によっ

て発展してきた広

島市に対する誇り

と愛情をもち，これ

からのよりよい発

展を考えようとし

ている。 

① 広島市の発展に尽

くした先人の働き

について，学習問

題や予想，学習計

画を考え，適切に

表現している。 

 

② 市民・先人双方の

願いを比較・関連

付けて，先人の苦

心や努力について

考えることができ

る。 

① 広島市の発展に尽

くした先人の働き

について，資料か

ら必要な情報を読

み取っている。 

 

② 調べたことや考え

たことを年表や作

品，ノートなどに

まとめている。 

 

① 広島市は，平和都

市として発展して

きたことを理解し

ている。 

 

② 広島市の復興・発

展のために，多く

の困難を乗り越え

た先人の働き，苦

心について理解し

ている。 

 



4 

 

７ 単元の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜井信三市長は，原爆により壊滅的な被害を受けた広島市を復興・発展させる

ため，財源確保や日々に苦しむ広島市民の願いに苦心しながらも，多くの困難を

乗り越え，平和都市のシンボルの１つとしての平和大通りをつくるなど，将来の

広島市を見据えて，広島市の復興・発展のために尽力した。⑧ 

 浜井信三市長は，財源確保のために，国に熱心

に働きかけて法律の制定を行ったり，広島市民の

平和都市への意識を高めたりして，平和都市のシ

ンボルの１つとして平和大通りを完成させた。⑦ 

平
和
大
通
り
は
，
幅
が
百
メ
ー
ト
ル
あ
り
，
そ
の
半
分
以
上
が
緑
地
帯
の
道
路
で
あ
る
。
百
メ
ー
ト
ル
道

路
の
建
設
は
，
多
く
の
他
都
市
が
あ
き
ら
め
る
中
，
浜
井
信
三
市
長
が
計
画
を
進
め
て
完
成
し
た
。
①
② 

【
課
題
１
】
被
爆
後
の
広
島
市
民
は
，
日
々
の
生
活
（
衣
食
住
）
に
困
る
ほ
ど
の
生

活
を
し
て
お
り
，
日
々
の
生
活
の
改
善
を
願
っ
て
い
た
。
③ 

【
課
題
２
】
被
爆
後
の
広
島
市
は
，
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
，
復
興
へ
の
財
源
不
足

は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
④ 

【
課
題
解
決
２
】
浜
井
信
三
市
長
は
，
国
へ
働
き
か
け
を
熱
心
に
続
け
，
広
島
平
和

記
念
都
市
建
設
法
を
成
立
さ
せ
，
平
和
都
市
を
め
ざ
す
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も

に
，
財
源
を
確
保
し
た
。
④ 

【
課
題
解
決
１
】
広
島
市
は
，
復
興
審
議
会
や
復
興
都
市
計
画
を
設
け
，
平
和
都
市

へ
の
方
向
性
が
定
め
た
。
③ 

【
課
題
３
】
平
和
大
通
り
計
画
が
出
来
た
後
も
，
広
島
市
民
の
住
宅
不
足
に
よ
り
，

平
和
大
通
り
の
利
用
論
争
が
巻
き
起
こ
り
，
浜
信
三
市
長
は
，
３
度
目
の
市
長
選
挙

で
落
選
し
た
。
⑤ 

【
課
題
解
決
３
】
広
島
市
は
供
木
運
動
を
呼
び
か
け
，
平
和
都
市
へ
の
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
，
県
内
各
地
か
ら
平
和
へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
木
々
が
送
ら
れ
，
平
和

大
通
り
が
完
成
し
た
。
⑥ 

平
和
都
市
広
島
と
し
て
，
平
和
大
通
り
は
，
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
べ
き
か
考
え
，
こ
れ
か
ら
の
平
和
大
通
り
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。
⑨
⑩
⑪ 

・
平
和
大
通
り
（
百
メ
ー
ト
ル
道
路
） 

・
浜
井
信
三
市
長 

百
メ
ー
ト
ル
道
路 

・「
七
十
五
年
は
草
木
も
生
え
な
い
」 

・「
戦
災
都
市
は
広
島
市
だ
け
で
は
な
い
」 

・
平
和
都
市 

・
防
災
道
路 

・
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
法 

・
平
和
大
橋 

・
西
平
和
大
橋 

・
立
ち
退
き 

・
市
長
選
挙 

・
百
メ
ー
ト
ル
道
路
の
半
減
と
住
宅
建
設 

・
供
木
運
動 

・
公
園
道
路 

・
浜
井
信
三
市
長
再
選 

 被爆後の広島

市は，衣食住の不

足や復興財源の

確保等，多くの困

難があった。⑦ 
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８ 学習指導計画（全１１時間 本時８／１１） 

過程 ねらい 主な学習活動と予想される児童の反応  ■教師の働きかけ □評価 ☆資料 

社

会

認

識

を

育

て

る

場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で

あ

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 平和大通りやそ

れを作った人とそ

の時代について関

心をもつことがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題を設定

し，予想を立てる

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 被爆後の広島市
民や浜井信三市長
の願いから，広島
市が平和都市を目
指すことになった 
ことがわかる。 

 

①  写真や図から平和大通りにつ

いて知り，疑問を挙げる。 

 

 

 

 

 ・東西に 3.8キロメートル。 

 ・百メートル道路とも呼ばれる。 

 ・幅 100ｍ中，57ｍが緑地帯。 

 ・建設を進めたのは浜井信三市長 

 ・他の都市ではお金がないのであ

きらめた。 

 ・なぜ，こんな道路をつくったの

だろう。 

 

 

 

 

 

 

②  前時の疑問を出し合い，学習

問題を設定し，各自で予想を立

てて交流する。 

 

 

・なぜ，緑地帯が半分以上もあ 

る道を作ったのだろう。 

・なぜ，100ｍもある道を作っ 

たのだろう。 

・お金はどうしたのだろう。 

 

 

・原爆で緑が全部焼けたからで 

はないか。 

・広い道でイベントをやりたい 

からではないか。 

・もう，戦争をしないためにつ 

くったのではないか。 

 

③  被爆後の広島市民と浜井信三

市長の願いについて考え，広島

市が平和都市を目指していった

ことを知る。 

 

 

■ 平和大通りに関心がもてるよ 

う，道路と思えない平和大通りの 

写真（遊具や銅像）をクイズ形式 

で紹介する。 

 

 

■ 具体的なイメージをもったり， 

今までの経験と結びつけたりで 

きるよう，たくさんの写真や図を

用意する。 

■ たくさんの？や！が出せるよ 

う，授業の途中で児童がつぶやい 

た？や！も板書する。 

□ 平和大通りやそれを作った人 

に関心をもち，驚きや疑問を出す 

ことができる。 

【関①：発言・ノート】 

☆「平和大通り（写真）」「浜井信三

市長」「百メートル道路の全体図

と断面図」 

 

 

 

 

 

■ 児童の似たような疑問や意見

をつなげることができるよう，事

前に児童の考えを把握しておく。 

 

 

 

 

□ 平和大通りやそれを作った人

についての驚きや疑問から学習

問題を作り，それに対する予想や

調べる視点を考えることができ

る。    【思①：ノート】 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ，平和大通りをつくったのだろうか。 

 

平和大通りについて知り，？や！をたくさん出そう。 

学習問題と予想を立てよう。 

被爆後の広島市民と浜井信三市長の願いについて考えよう。 
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ふ

か

め
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平和都市として

の計画を進めてい

く上での問題を解

決する浜井信三市

長の働きや苦心に

ついて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生き残っても住むところも食 

べるものもない。今着ている 

服だけ。 

・当時配給課長だった浜井信三 

・「75年は草木も生えない」 

・広島市の復興について考える 

会議が開かれた。 

・やっぱり原爆で「草木が生え 

ない」といわれるようになっ 

たから緑いっぱいの平和大通 

りをつくることになったのか 

な。 

 

 

④  財源不足という問題を自分な

らどう乗り越えるかを考え，浜

井信三市長の解決方法について

知る。 

 

 

 

・市民に募金を呼びかけたのか 

な。 

・国にお金を出してもらう。 

・この時代はどの都市も個人も 

みんなお金がなかった。 

・広島に関わる人たちと協力し 

平和都市をつくる約束をし 

て，広島に援助してもらえる 

法律をつくった。 

・平和大通りにかかる２本の橋 

は，この法律のおかげででき 

た。 

 

⑤  住宅不足による市民の平和大

通り建設反対を自分ならどう乗

り越えるか考え，浜井信三市長

の願いや苦心について考える。 

 

 

 

・当時の市民の中には平和大通 

りよりも住宅の方を求めてい 

る人々がいた。 

・建設予定地にバラックを建て 

た人たちは立ち退きを迫られ 

た。 

■ 日々の生活に困る市民の願い

と，それでも将来の広島市のため

にまちづくりが必要という人た

ちの両者の願いが分かるよう，写

真や資料を複数準備し，それを構

造的に板書する。 

□ 被爆直後の市民の願いととも 

に，広島市は平和都市を目指して 

いったことが理解できる。 

【知①：発言・ノート】 

☆ 「被爆直後の広島の町の様子

（写真）」「峠三吉氏提案 1965年

の広島」 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 財源不足の解消という児童に

とって難しい問題について扱う

ため，自分ならどうするかを聞

き，アイディアがたくさん出るよ

うな場づくりをする。 

□ 浜井信三市長が広島市の復興･

発展のために努力，苦心したこと

を理解できる。 

【知②：発言・ノート】 

☆ 「広島平和記念都市建設法の主

な内容」「平和大橋・西平和大橋

（写真）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第３時に学習した市民の求め

ていることと関連付けて問題を

提示する。 

■ 市民とまちづくりを進める人

の両者の願いを理解した上で考

えられるよう，第３時のノートを

浜井信三市長はお金がない中，どうやって平和大通りをつくったの 

だろう。 

浜井信三市長は，なぜ多くの市民が反対する中で平和大通りをつくっ

たのだろう。 

。 
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ふ
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資料から対立候

補や市民も平和大

通りに協力したこ

とについて読み取

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今まで調べたこ

とを年表に整理し

て，ふりかえるこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題につい

ての自分の考えを

話合うことを通し

て，平和大通りの

意味を考えること

・浜井信三市長は，平和大通り 

の幅を半分にして住宅の建設 

を進めようとした渡辺忠雄氏 

に選挙で破れた。 

・自分だったら選挙に当選する 

ために平和大通りの建設をあ 

きらめるかもしれない。 

・たとえ選挙に敗れても平和記 

念都市には平和大通りが必要 

だと考えたのだろう。 

 

⑥  平和大通りが完成した理由に

ついて，供木運動の資料から読

み取り，考える。 

 

 

 

・渡辺市長は，100ｍを半減さ 

せることを周りから止めら 

れ，他の公園用地に住宅を建 

設することにした。そして， 

供木運動を呼び掛けた。 

・県内・市内各地から願いがこ 

められた木が贈られ，市民自 

らも協力した。 

・市民も緑豊かな平和都市にし 

たいと願いが変わっていった 

のではないか。 

 ・市民の生活も少しゆとりがで 

きたのではないか。 

 

⑦  今までの学習を年表に整理

し，まとめる。 

 

 

・原爆投下から平和大通りの完 

成までを年表にまとめる。 

・学習問題についての自分の考 

えを個人でまとめる。 

 

 

 

⑧ 学習問題についての自分の考え

を話合うことを通して，平和記

念都市広島にとっての平和大通

りの意味を考える。 

 

活用させる。 

□ 市民・先人双方の願いを比較・

関連させながら，浜井信三市長の

苦心，努力を考えることができ

る。  【思②：発言・ノート】 

☆ 『夕凪の街と人と』「1952年ご

ろの平和大通り（写真）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自分の考えはどの資料から読

み取ったものなのか，または複数

の資料から考えたことなのかな

ど，根拠を確認しながら進める。 

□ 資料から平和大通りができた

理由を読み取っている。 

【技①：発言・ノート】 

☆ 「供木を呼び掛けるポスター」

「供木運動により寄せられた樹

木を平和大通りに植えている様

子（写真）」「供木先一覧表」 

 

 

 

 

 

 

 

■ これまでの学習の関連を見や

すくするため，(  )抜きにした

年表を用意する。 

□ 調べたことや考えたことを年

表にまとめることができる。 

【技②：年表】 

☆ 年表 

 

 

 

 

 

浜井信三市長が落選したにも関わらず，なぜ平和大通りはできたのだ

ろう。 

。 

調べたことを年表にまとめ，学習をふりかえろう。 

。 
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ができる。（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の平和大通

りや広島のまちづ

くりについて考え

ることができる。 

 

 

 

・やはり，緑の豊かさが平和を 

表しているから。その緑には 

人々の願いも込められてい 

る。 

・平和大通りは，平和記念都市 

広島にとってシンボルのよう 

な存在。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨⑩⑪ 平和都市のシンボルとし 

て平和大通りをよりよくす

るためのプランを立て，発表

する。 

 

 

・アオギリのように，願いを込 

めて６０年前に植えられた木 

の赤ちゃんを育てていこうプ 

ラン 

・浜井信三市長の働きや平和大 

通りの歴史を知ってもらえる 

通りにしようプラン 

・平和公園とセットで回っても 

らえるようにしようプラン 

 

 

 

 

■ 第２時で立てた予想と同じ考

えの児童には，単元で学んだこと

を根拠に加えて発表するよう声

かけをする。 

■ 一面的な視点に留まったり，抽

象的な言葉で表現したりしてい

る児童には，別の視点を示した

り，具体的にするよう声かけをし

たりする。 

□ これまでの学習を関連させて，

平和大通りの存在の意味につい

て考えることができる。 

【思②：発言・ノート】 

☆「広島フラワーフェスティバル

（写真）」「浜井信三市長の言葉」 

 

 

 

 

 

 

■ これまで学んだことを根拠に

これからの平和大通りプランを

考えられるよう，これまでのノー

トや年表を活用させる。 

■ 平和大通りが抱える問題から

も考えられるよう資料を準備す

る。 

□ 調べたことや考えたことをも

とに作品にまとめることができ

る。     【技②：作品】 

□ 広島市に対する誇りと愛情を

もち，平和記念都市広島のよりよ

い発展を考えようとしている。 

【関②：作品】 

☆ 副読本資料「平和大通り樹の会

の方のお話」 

なぜ，平和大通りをつくったのだろうか。 

 

これからの平和大通りプランを立てよう。 

。 



9 

 

９ 本時の目標 

  学習問題について話合うことを通して，平和大通りの存在の意味を考えることができる。 

10 本時の学習展開 

学 習 活 動 ■教師の働きかけ □評価 ☆準備物 

１ 前時の学習を振り返り，学習問題を確認す 

る。 

 

 

２ 各自の結論を発表し，話し合う。 

・やはり，緑の豊かさが平和を表しているか  

ら。供木運動であったように，その木々に 

は人々の願いが込められているから。 

・やはり，戦争をしないため。世界に平和を 

アピールする代わりにもらったお金で建 

設したから。 

・未来のぼくたちに平和の大切さを知っても 

らうため｡今ではフラワーフェスティバル 

などのイベントもやっているから浜井信三 

市長の思いは引き継がれた。 

・浜井信三市長は未来のことまで考えていた 

のかな。 

・浜井信三市長は将来にわたって，広島市を 

平和記念都市として発展させていきたいと

考えていた。そして，それを受け継いだイ 

ベントもあるんだね。 

 

３ 平和記念都市広島にとって，平和大通りは

どんな存在なのだろう。 

 ・平和のシンボル 

 ・なくてはならないもの 

 ・広島市の中心 

 

 

 

４ 本時の振り返りを書く。 

 

 

 

 

■ 児童のそれぞれの考えを関連付けて発表できる

よう，事前に児童の考えを把握しておく。 

■ 特に，第２時で立てた予想と同じ考えの児童には

単元で学んだ根拠を加えて発表するよう声かけを

する。 

■ 一面的な視点に留まっている時は，「誰のための

道路？」など，視点を変える切り返し発問をする。 

☆ 写真「フラワーフェスティバルの折り鶴みこし」 

■ 平和教育プログラムで学習したことを関連させ

るため資料を準備する。また，フラワーフェスティ

バルがどんなことを願った祭りであったか，百メー

トル道路がどんな願いで作られたかを比較させる

ための問いを行う。 

☆ 浜井信三市長の言葉「百メートル道路は，将来に

備えてのゆとりとしても都市のアクセントとして

も，これはぜひつくっておかねばならないと考えた

のである。」 

 

■ 事前に副読本に目を通して「シンボル」という言

葉を出してくる児童には，「シンボル」とは何なの

か言葉の意味を調べさせたり，具体的に平和大通り

の何が平和を表しているのかを切り返し発問をし

たりする。 

□ これまでの学習を関連させて，平和大通りの存在

の意味について考えることができる。 

【思②：発言・ノート】 

■ 学習問題を解決することができたか，他の児童の

考えを聞いてどう感じたか等の視点で書くように

声かけをする。 
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なぜ，平和大通りをつくったのだろう？ 

 


